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議 事 の 経 過 

 

（開 会 宣 言 ） 

議　　長（大野君） 

 　これより、令和６年第４回秩父別町議会定例会を開会いたします。 

 　これより、本日の会議を開きます。 

 　本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

（日 程 第 １　会 議 録 署 名 議 員 の指 名 ） 

議　　長（大野君） 

 　日程第１、会議録署名議員の指名を行います。本定例会の会議録署名議

員は、会議規則第 117 条の規定により、１番　松永徹議員、２番　金子利

生議員を指名いたします。 

（日 程 第 ２　会 期 の決 定 ） 

議　　長（大野君） 

 　日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 　お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日から 12 月 12 日までの２

日間にしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議ないものと認めます。 

 　よって、会期は本日から 12 月 12 日までの２日間に決定いたしました。 

（日 程 第 ３　諸 般 の報 告 ） 

議　　長（大野君） 

 　日程第３、諸般の報告を事務局長にさせます。 

 

事務局長（成瀬君） 

 諸般の報告をいたします。今期定例会に町長から付議されました事件は、

承認第３号の１件、議案第 52 号から第 67 号までの 16 件でございます。 

　次に、発議が１件ございます。 
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また、議長からの付議事件として、所管事務調査の申し出についてがご

ざいます。 

なお、監査委員から 10 月、11 月、12 月に実施いたしました例月出納検

査及び 11 月に実施いたしました令和６年度定期監査の結果が提出されて

おります。写しをお手元に配付しておりますので、朗読を省略いたします。 

以上でございます。 

 

議　　長（大野君） 

 　次に、私からの報告ですが、お手元に配付のとおりです。 

 　以上で、諸般の報告を終わります。 

（日 程 第 ４　行 政 報 告 ） 

議　　長（大野君） 

日程第４、町長から行政報告があります。　町長。 

 

町　　長（澁谷君） 

本日、第４回町議会定例会を招集いたしましたところ、師走を迎え何か

とお忙しい中、全議員のご出席をいただきまして、誠に有難うございます。 

９月 11 日の第３回町議会定例会以後の行政執行の主要な事項について

申し上げます。 

始めに、職員の新規採用について申し上げます。 

令和７年１月１日付で一般事務職１名を採用いたします。 

採用者は、北見市出身で、平成 28 年３月に藤女子大学人間生活学部人間

生活学科を卒業され、この秋まで北海道農業公社にお勤めでありました滝

千春さん、31 歳であります。 

本年 11 月末に実施した職員採用試験を優秀な成績で合格した方であり、

大いにご期待申し上げるところであります。 

次に、寄附の採納について申し上げます。 

９月 13 日、石狩市にお住まいの千葉憲昭様から２条２丁目、中央西町内

の土地、宅地ですが、336.38 ㎡を今後の町づくりに役立ててほしいとのご

寄附の申し出がございました。 
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町といたしましては、有難く採納させていただきまして、今後の町政に

有効に活用させていただきます。 

なお、千葉様におかれましては、９月 26 日にお亡くなりになりまして、

謹んでお悔やみを申し上げますとともに、心からご冥福をお祈りいたしま

す。 

次に、農作物の出荷状況及び令和７年産米の生産の目安についてご報告

申し上げます。 

今年の水稲につきましては、農家の皆様方の適切な肥培管理とともに、

登熟に適した気温と降雨に加え、日照も確保されたことから、生育は順調

に推移いたしました。 

北空知地区の作況指数は 103 のやや良となるなど、収量も平年並み以上

で、品質は一部に胴割れ粒が見られたものの概ね良好であり、豊穣の出来

秋を迎えることができましたことは、町といたしましても、誠に喜ばしい

結果となりました。 

北いぶき農業協同組合における水稲の取扱製品数量は 18 万 7,194 俵で、

10ａ当たりの収量は 576kg でありました。 

次に、秋播小麦は、概ね天候に恵まれましたが、病気などの発生によっ

て収量が低下し、10ａ当たり 372kg となっております。 

そばにつきましては、７月下旬から８月下旬にかけての低温による結実

不良や７月 24 日の大雨による被害などで、10ａ当たり 36 ㎏の収量にとど

まりました。 

花卉は、ダリアやシネンシスを中心に出荷されましたが、秩父別支部で

は、10 月末現在１万 6,735 ケース、１億 4,805 万円の販売であります。 

ブロッコリーは、夏場に黒すす病が発生したものの、単収は 378kg と、

昨年よりも良い結果となっております。 

次に、令和７年産米の生産の目安についてご報告申し上げます。 

農林水産省が 10 月 30 日に発表した米穀の需給及び価格の安定に関する

基本指針によりますと、令和７年産の主食用米等の需要見通しは、令和６

年産と比べると約 11 万トン減の 663 万トンと推計をしております。 

また、令和７年６月末の米の民間在庫量は 162 万トンと見込まれており

ましたが、九州を中心とした令和６年産米の収穫量が低下したことで、民
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間在庫量は 160 万トンを割り込む予想も出ておりまして、過去最少の、今

年に次ぐ低水準となることが危惧されているところであります。 

このことから国では、現時点での主食用米の需給見通しを発表したもの

の、今後、米価の高騰が需要に影響を与えることが予想されることから、

来年１月の最新の需給動向などを踏まえ、見通しを再検討することとして

おります。 

北海道では、この需給予測を受けた後に、北海道農業再生協議会水田部

会が、産地の意向を確認した上で、道内全体と市町村別の生産量や作付面

積の目安を示すこととしておりますが、状況によってはその発表が例年よ

りも遅れることが予想されるところであります。 

これまで農業資機材や燃料の価格上昇によって厳しい経営を余儀なくさ

れた農業者の方々にとっては、今後も米価の適正な価格が維持されること

を期待するとともに、来年も天候に恵まれ、豊穣の年となることを心から

お祈り申し上げます。 

最後に、建設工事の入札結果についてご報告申し上げます。 

９月 17 日に執行いたしました入札結果について申し上げます。 

始めに、６号橋補修工事で、町道中山北路線の秩父別川に架かる橋梁に

おいて、長寿命化計画に基づき、防水、断面修復、防護柵の補修等を行い、

道路施設の保全を図るものであります。 

落札者は興和建設株式会社、落札額は税込み 1,507 万円、落札率は

97.37％、工期は９月 19 日から１月 31 日までとしております。 

次に、町道市街 12 号路線側溝整備工事で、北いぶき農業協同組合資材店

舗付近北側の道路側溝 68ｍの区間において、函渠の埋設、集水升工、舗装

工等を行い、路線歩行者等の安全の向上を図るものであります。 

落札者は興和建設株式会社、落札額は税込み 638 万円、落札率は 96.67％、

工期は９月 19 日から 11 月 29 日までとしておりまして、既に工事を終了し

ております。 

以上申し上げまして、行政報告とさせていただきます。 

 

議　　長（大野君） 

　　　以上で行政報告を終わります。 
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（日 程 第 ５　所 管 事 務 調 査 の報 告 ） 

議　　長（大野君） 

 　 日程第５、所管事務調査の報告をします。岡崎総務経済常任委員会委員

長の報告を求めます。 

 

委 員 長（岡崎君） 

　　　別紙により報告 

 

議　　長（大野君） 

 　 次に、眞島広報公聴常任委員会委員長の報告を求めます。 

 

委 員 長（眞島君） 

　　　別紙により報告 

 

議　　長（大野君） 

　　　ただ今の報告に対して、何かご意見はございませんか。 

（ありませんの声） 

ご意見がないようですので、所管事務調査の報告は報告済みといたしま

す。 

（日 程 第 ６　議 会 改 革 活 性 化 特 別 委 員 会 中 間 報 告 ） 

議　　長（大野君） 

 　 日程第６、議会改革活性化特別委員会中間報告をします。金子議会改革

活性化特別委員会委員長の報告を求めます。 

 

委 員 長（金子君） 

　　　別紙により報告 

 

議　　長（大野君） 

　　　ただ今の中間報告に対し、何かご意見はございませんか。 
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（なしの声） 

ご意見がないようですので、議会改革活性化特別委員会中間報告は報告

済みといたします。 

（日 程 第 ７　一 般 質 問 ） 

議　　長（大野君） 

　　　日程第７、一般質問を行います。３番　眞島議員の発言を許します。 

　　　眞島議員。 

 

３　　番（眞島君） 

　　　議長のお許しをいただきましたので、質問通告書に基づきまして、令和

８年度以降の地域交通の展望について澁谷町長にご質問をさせていただき

ます。 

商工会が入居する中央コミュニティ会館がまもなくリニューアルに向け

て動き出し、予定されている年度内の完成が待ち遠しいところでございま

す。 

完成すれば、本町の新たな顔になるとともに、令和８年３月に廃線とな

るＪＲ留萌線の代替交通となるバスの重要な拠点としての役割を果たすも

のと期待しています。 

しかしながら、代替交通の一つとして考えられている空知中央バス沼田

線は、現在すでに運行が１日５便に限られている状況であり、バス業界が

運転手不足に直面していることを考えると、ＪＲ廃線となる２年後にどの

ような運行体制が確保されるのか、特に高校進学を控える保護者や高齢者

の方々が不安に感じております。 

新しいコミュニティ施設にバス停機能を持たせることは承知しておりま

すが、そのバスの運行体制について、どのような方向性で構築すべきとお

考えなのか、また、どのように進めていくとお考えなのか、バス会社の経

営に関わる問題でもありますが、発信が難しい場合もあろうかと思います

が、町民の不安を少しでも和らげるために、現時点においてお話いただけ

る範囲で結構で構いませんので、町長のお考えをお伺いいたします。 
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議　　長（大野君） 

　　　町長。 

 

町　　長（澁谷君） 

　　　眞島議員のご質問にお答えをさせていただきますが、ＪＲ留萌本線の

廃止に合意してから約２年が経過いたしまして、廃線まであと１年数ヶ

月となったところでございます。 

　　　廃線合意後の令和４年９月に開催された第３回町議会におきましては、

眞島議員から廃線に伴う今後の展望としてご質問いただいたところであ

りまして、「廃線を契機に皆さん方が住んでよかったと思える、よりよい

交通体系を構築したい」というふうに申し述べたところでございます。 

　　　廃線に向けて協議を進めていた当時はですね、ＪＲの運行時間帯に近

い形でバスに転換して、同じくらいの便数を確保したいと考えていると

ころでございます。 

　　　しかし、議員のご質問にありますとおり、昨今のバスの運転手不足に

加えまして、労働基準法の改正に伴いまして、運転手の拘束時間ですと

か、運転時間など厳格に規制されたことにより、路線バスの運行自体が

非常に厳しい状況となっているのが現状であります。 

　　　本町を通過している路線バスは、空知中央バス、沿岸バス、道北バス

の３社２路線で、どの会社におきましても、運転手不足は深刻でありま

して、増便は困難であると回答をいただいておるところでございます。 

　　　このような状況の中におきまして、ＪＲ留萌本線廃線後に、既存のバ

ス路線で賄うことができない、補うことができない、朝と晩の時間帯に

おきまして、協議を進めてまいりましたけれども、何とか受けていただ

けそうな事業者がようやく見つかりまして、調整を始めたところでござ

います。 

　　　今の段階でその内容をお示しすることはできませんけれども、考えと

して、まず、日中の時間帯につきましては、今のバス路線、バスを維持

することで対応したいと考えておりまして、それ以外の時間帯について、

特に高校生の通学に配慮いたしまして、朝の便として、深川への高校へ

の通学、さらには、滝川、旭川の高校へ通われる方は深川駅を乗り継ぎ、
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これに支障をきたさない時間帯でのバスの運行、さらに、夜の便として

は、18 時以降、午後６時以降にですね、高校生が帰宅に使うバスの運行、

これについて、朝晩それぞれ３便を確保できるよう、現在、ＪＲ北海道

を含めた関係機関と調整をしているところであります。 

　　　今後、協議が進みまして、ある程度の方向性が見えてまいりましたら、

住民の皆様方に何らかの形でお示しをしたいと考えておりますし、遅く

とも今年度中には廃線後の、この地域公共交通のあり方について報告で

きるように作業を進めてまいりますので、ご理解いただきますようにお

願いを申し上げまして、お答えさせていただきます。 

 

議　　長（大野君） 

　　　眞島議員。 

 

３　　番（眞島君） 

　　　大変、これから検討していく中でのご質問でございます。 

ご答弁、詳しいご答弁でしたけれども、本当に有難うございます。 

　　　ＪＲの廃線まであと１年と３ヶ月少々になりましたけれども、現時点

のバスの運行ですけれども、１日、私なりにバス停に行ってお調べをし

てきましたけれども、中央バスにつきましては５便、沿岸バス、道北バ

スについては７便ですね。 

　　　それと、あとＪＲが７列車、往復で 17 便というふうに現在なってお

りますけれども、実は私、昨日ですけれども、実際に留萌線の学生さん

方の時間帯の列車にちょっと乗せさせていただきまして、高校生並びに

一般通勤されている方のお話を若干聞かせていただきました。 

　　　そんな中で、高校生においては非常にはきはきとお答えをいただきま

して、現時点のＪＲの運行体制で、バスが行っていただけるなら全然問

題ありませんと、そのような軽いお返事もいただきました。 

　　　また、これは男子も女子もお聞きしましたけれども、女子高校生につ

きましては、何の問題もないですよとあっけらかんに答えていただきま

して、今の時点の朝と晩の汽車の時間でバスが運行していただけるので

あれば、何の支障もないし、歓迎しますというようなお話ではございま
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すけれども、私なりにお話をお聞きしてまいりました。 

　　　また、一般の通勤の方にもちょっとお話を聞きますと、バスに転換に

なっても、全然問題はないと思いますけれども、通勤で他の例えば旭川、

滝川、そちらの方に、乗り継ぎの汽車に乗る時に、時間の乗り継ぎ、バ

スとのかみ合いが上手くいければ全然、わがままですけれども、問題な

いのじゃないかなと、そのようなこと、ちょっと昨今のバス会社の状況

に、お願いすると無理なことかなと思いますけれども、昨日何人か、ま

た乗務員の運転手の方にも色々とお話をさせていただきました。 

　　　そんな中で、バス転換に向けて、それぞれ学生さん、一般の方、あま

り心配はしていないようですけれども、たまたま私、バス停の通勤の時

間のバスに、汽車に乗らせていただきましたので、その前の、他の学校

に通う朝早い生徒もおりましたけれども、その人方のお話は聞けません

でしたけれども、現状の時刻でバス等を走らせていただければ有難いな

と。 

　　　そして、昨日の高校生の話でございますけれども、夜はどうなのかな

というようなお話も聞きましたけれども、夜は部活が５時頃終わるとい

うことで、今の６時半頃の汽車で十分だよと。 

　　　８時の遅い便もありますけれども、そういうのは利用しているのかと

お聞きしますと、何名かアルバイトされている方がおられるということ

で、そちらの方の人を考えたら、遅い時間帯のバスもあってもいいのか

なと、そんなような雑談の中でもお話をさせていただきました。 

　　　非常に私、自分で思った以上に学生さん、一般の方は心配はしていな

いのかなと思いますけれども、これから明年度に向けて、バス会社、ま

た他の地域の行政の関係もございます。 

　　　少しでも安心して通学できる、バスに代わっても通勤通学ができるよ

うな体制をご検討していただきたいなというふうに思ってございます。 

　　　本当にバス業界のドライバーの方も、非常に少ない状態と聞いてござ

いますし、また、賃金の上昇ですか、それとバス業界の人件費、燃料費、

これの高騰によって、非常に厳しい状態であると耳にしてございますが、

これも近隣の行政の関係者の方とバス会社と協議を進めていただきま

して、学生さん、通勤の方々の足に、これから心配のないようにご検討
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いただきますことをお願い申しあげまして、再質問はいたしませんけれ

ども、ご答弁はいりません。 

　　　今後ともよろしくお願い申し上げまして、私の質問を終わらせていた

だきます。 

有難うございました。 

 

議　　長（大野君） 

　　　いいですか。以上で眞島議員の質問を終わります。 

次に、４番　岡崎議員の発言を許します。　岡崎君。 

 

４　　番（岡崎君） 

　　　議長のお許しをいただきましたので、中学校跡地の利用につきまして、

町長にご質問をさせていただきます。 

　　　私は令和４年３月の定例会において、「中学校跡地の利用について、早

急に方向性を定めるべきだと思う。」と質問をさせていただきました。 

　　　その際、町長は３月いっぱいで任期満了になるものですから、「任期終

了が目前であるため、利用の方向性を定める必要は認めるが、次の町長

の手元でできるだけ早く方向を定めるべきだ。」とご答弁されました。 

　　　その後、昨年２月の選挙において、再度町長に当選されましたが、そ

の任期も残り２年３ヶ月という形になってまいりまして、前回の答弁ど

おり、早い段階で跡地利用策の方向性を定める時期ではないかというふ

うに思うところでございます。 

　　　以前、深川市で操業している企業を視察したことがございますが、そ

の企業を含めて、他の企業等から何らかの打診があるのか、現状をお聞

かせいただきたいと思います。 

　　　また、すでにご承知かもしれませんけれども、国土交通省は 2025 年に、

民間資金活用による社会資本整備、いわゆるＰＦＩの小規模版であるス

モールコンセッション、ＳＣというそうでございますけれども、その推

進に向けて支援を強化する方針であると聞いております。 

　　　スモールコンセッションは、空き家や廃校などの小規模施設を対象と

した、事業費 10 億円未満のＰＦＩを想定するもので、その先行的な取り
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組みを対象に補助金が設定される見込みでございます。 

　　　仮に民間企業に中学校跡地を利用させる方針である場合、こういった

補助事業を活用することで、財政負担を軽減しつつ、有効な跡地利用が

できるのではないかというふうに考えます。 

　　　町長には様々な方策をお持ちであると思いますが、現時点での跡地利

用に関する考えをお伺いいたします。 

よろしくお願いいたします。 

 

議　　長（大野君） 

　　　町長。 

 

町　　長（澁谷君） 

　　　岡崎議員のご質問にお答えさせていただきますが、現在、令和８年４

月の義務教育学校開校に向けて、施設の整備、学校の運営方法等につい

て準備を進めているところでございますが、義務教育学校の開校後は、

既存の中学校、これを閉校することになりますので、その跡地利用につ

きましても、方向性を決める必要があることは認識をしております。 

　　　町といたしましては、校舎の解体に多額の費用がかかるということか

ら、何とか有効な方法につきまして、情報収集、検討を進めてまいった

ところであります。 

　　　現時点で、学校跡地の利用に関する状況につきましては、以前皆さん

方の視察に伺った事業者から、その校舎を使いたいという相談をいただ

いているところであります。 

　　　町では、廃校舎の改修にコストをかけずに、全く金をかけずに活用い

ただきたいと考えておりまして、現在、その事業者と今後の活用方法等

について話を進めているところでありまして、現在のところ、他の事業

者から提案を受ける状況にはないといったところでございます。 

　　　また、ご質問にありましたスモールコンセッションにつきましては、

地方公共団体が所有する空き家、廃校舎等の遊休不動産につきまして、

民間の創意工夫を最大限に生かして官民連携による事業運営を行うとい

うことで、地域課題の解決などについて価値向上につなげるといった目
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的がございます。 

　　　官民連携による事業運営という点を考慮しますと、今取り組める事業、

これが限られてまいりまして、今話を進めております廃校舎の利用につ

きましては、単なる製造業の誘致ということでございまして、スモール

コンセッションの事業目的に合致しないというふうに考えております。 

　　　さらに、中学校の閉校後の活用につきましては、国会議員の先生方を

はじめ、様々な機関に話を持ちかけましたけれども、なかなか色よい返

事がない中で、現在は話を進めている企業に関心を持っていただいたこ

とに加えまして、仲介いただいた機関に対しても、この信義則にのっと

りまして、進めてまいりたいというふうに思っているところであります。 

　　　また、グラウンドについては、町の中心部に位置することもあり、移

住定住のための宅地分譲地の造成も含めた中で、何か良い活用案がない

か、庁舎内で検討を進めているところでございます。 

　　　既存の校舎の中学校舎については、市街地に存在することから、防犯

上閉校後放置することなく、できるだけコストをかけずに、地域の振興

に寄与できるよう活用してまいりますので、ご理解いただきたいと思っ

ております。 

よろしくお願い申し上げます。 

 

議　　長（大野君） 

　　　岡崎議員。 

 

４　　番（岡崎君） 

　　　有難うございました。 

　　　何か、ある企業から廃校後の校舎を利用したいという申し出があると

いうふうに今解釈したわけでございますけれども、ただし、その場合に

ＳＣの対象にはならないというものがあるようでございますが、ＳＣの

対象にならなければ、いずれにしても、町のある程度の持ち出しである

とか、仮にどこかの業者の方が来られたとして、その方の負担がかなり

多くなるのかなという気がいたします。 

　　　非常に残念なことなのですけれども、ＳＣの考え方がそうである以上、
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これはもうどうしようもないのかなという気がいたします。 

　　　それで、今町長の方からグラウンドというお話がございました。 

　　　宅地分譲を含めて検討していきたいということでございましたけれど

も、グラウンドにつきましてはですね、地域の住民の方々も、今、学校

のあそこのグラウンドがなくなったら、子ども達のその運動の場所がど

うなるのだろうかなっていうことも心配される方もいらっしゃいます。 

　　　以前視察したところは、グラウンドに太陽光パネルを設置してという

ような形がございましたけれども、その新たに来ようとしている企業が

そういうものを必要とするのかどうかというのも、今後必要な検討をす

る必要があると思いますけれども。 

　　　町長が以前お話になった、解体するにも非常にお金がかかる、それで

１番いいのは、どこかの企業があそこの校舎を有効に利用してこられる

ことが、１番町としても有利だろうというご提言をいただきましたけれ

ども、私もそのとおりだと思います。 

　　　廃校後、間空けることなくですね、有効利用されるということがうち

の町にとっても１番いいのじゃないかと。 

　　　あちこちに廃校になってですね、ただ校舎を維持するために、何にも

利用されない残っている学校をところどころ見受けますけれども、あん

な状態には絶対なってほしくないなと。 

　　　すぐに有効利用されるような形を今後とも検討していただきたいとい

うふうに思うところでございます。 

　　　企業へ貸し付けた場合には、これは町長当然お考えだと思いますけれ

ども、いろんな課題が今後出てくるのじゃないかというふうに思います。 

　　　校舎あるいは体育館、それからグラウンド、これを全部一括して貸し

付けるのか、売り渡すことにはならないと思いますけれども、貸し付け

ることになるのかということだとか、その貸し付けが無償なのか、ある

いは有償なのか、これらも検討していく必要があると思いますし、今の

既存のその校舎、これを貸し付けた場合に、校舎の維持管理、これはど

うなるのか、屋上防水であるとか、外壁の塗装であるとか、あるいは体

育館の屋根の塗装であるとか、いろんな形で今後校舎を維持していくた

めには、莫大な費用を要するのじゃないかなというふうに思うところで
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ございます。 

　　　それらをどのように負担していくのかということも、最終的に業者が

決まりましたら、そちらの方と協議する必要があるかと思いますけれど

も、その辺も今後大きな問題になってくるかなというふうに思うところ

でございます。 

　　　それと、先程申し上げましたとおり、そのグラウンド、これにつきま

してもですね、グラウンドとして残すのか、それ以外の目的として利用

するのか、これらも今後十分検討していただければというふうに思うと

ころでございますけれども、いずれにしても、先程申し上げましたとお

り、もうあと、あの学校が学校としての機能をなくすまでには、もう２

年足らずでございます。 

　　　早急にですね、今後の方向性を定めていただければ、町民の方々も安

心するのではないかなというふうに思いますし、その方向性を定める時

には、いろんな機会を通じてですね、町民のご意見もお伺いしながら、

検討していただければというふうに思うところでございます。 

　　　よろしくお願いいたします。 

 

議　　長（大野君） 

　　　町長。 

 

町　　長（澁谷君） 

　　　色々有難うございました。 

　　　今、私、誤解を招いたかもしれませんけれども、今皆さんが視察に行

った会社に決まった、嫌な言い方をしましたけれども、決して決まって

おりませんので、何分まず向こうの方が現場は見ていないということで

ありますし、今岡崎議員質問されたように、校舎のどの部分を使うのか、

全部使うのか、体育館を使うのか、それも含めてこれからお話しなきゃ

いけない部分でございますし、維持費は、私ども使用料を取る気はない

のですけれども、例えば雨漏りだとか、壁が剥落してきた時の心配、こ

れは私どもが金かける気ございませんので、その辺の条件提示もこれか

らしていかなきゃいけないと思っておりますし、ですから、まだ書面交



15 

わしたわけではなく、まず、先程申しましたように、まず向こうが来た

いと言ってくれている、それから、その仲介してくれた企業もあるとい

うことで、まずそこと交渉を進めていって、駄目になればまた新たに、

今岡崎議員が言われたスモールコンセッションものるかもしれませんけ

れども、まずは、今の会社が来たいと言っている以上、私どもはそこを

優先的に交渉を進めていきたいということで答弁申し上げたところでご

ざいます。 

　　　それで、グラウンドは貸す気はございません。 

　　　岡崎議員が今言われたように、あそこをグラウンドに全部、あの町の

真ん中に太陽光パネルがあるのはかなわん。 

　　　会社では太陽光パネル借りて張りたいっていうことのようですけれど

も、あそこ全部に太陽光パネル張られたらかなわんと思っていますので、

グラウンドは貸す気はございません。 

　　　道路から西側部分については、貸せる範囲で貸そうというふうに思っ

ております。 

　　　それから、維持管理についても、これからまだまだ相談の余地がある

と思っておりますし、私が１番懸念しているのは、今岡崎議員が言われ

た校舎の修理、修繕、これについてどこまで向こうがのんでくれるのか。 

　　　うちは金かける気ないので、そこがまず１番ネックになるのかなと思

っておるのと、深川の現場見たところよりもかなり校舎がうち大きいの

で、多度志中学校よりも倍ぐらいの大きさがあるものですから、それを

果たして全部活用できるのかということが出てまいりますし、ただ、部

分的にそこを貸したとしても、じゃあ余ったから他の会社ってことにな

らないでしょうから、それも含めてですね、これからまだまだ交渉の余

地は残っているというふうに考えているところでございます。 

　　　それから、グラウンドについては、今申しましたように、宅地分譲が

いいのか、何か来てくれる気がある、グラウンドとして残すという気は

今のところは持っておりません。 

　　　そのままになるかもしれませんけれども。 

　　　グラウンドにするということは、芝も張らなきゃならないですし、ま

た、排水、暗渠もしなきゃいけないとなってくる時にですね、あそこに、
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岡崎議員はそのまま子どもさんが遊んでいる場所がなくなるって言った

けれど、私、あそこで子ども見たことないのですよね。 

　　　ですから、もうそこはほとんど、ほとんどあそこのグラウンドは使わ

れていないという認識なものですから。 

　　　グラウンドとしては、スポーツセンターあるいは学校のグラウンドを

使っていただければと思っていますので、小さい子の本当に遊び場程度

の広場としてはまだ考えないわけではないのですけれども、今のグラウ

ンドをそのまま 300ｍトラック維持して、フィールドを保ってという考

えは、私は今のところ持っておりません。 

　　　以上でございます。 

 

議　　長（大野君） 

　　　岡崎議員。 

 

４　　番（岡崎君） 

　　　グラウンドに関してはですね、子どもの遊び場というか、私が聞いた

範囲の心配されている方のお話では部活動なのですよね。 

　　　部活動で今グラウンド使っていることもあるのだけれども、その辺が

今後とも、仮に違う学校以外の形になって、あのグラウンドを他のもの

に使うとなったら、そういう場所がなくなるのじゃないかなというよう

な心配はしてございました。 

　　　それらも含めてですね、今後検討していただければというふうに思い

ます。 

　　　それと、今現在の建物全部を仮にどこかの企業が入ってきた場合に必

要とするのか、しないのかというお話も町長されていましたけれども、

確かにそのとおりだと思います。 

　　　それで、私のこの提案でございますけれども、聞き流していただいて

も構わないのですが、以前お話しました保育所、これがかなり、劣悪と

いうまでは言わないのですけれども、かなり苦労されて保育をされてい

るような状況がございます、建物が小さいが故にですね。 

　　　それで、あそこの中の一部を保育所の形に利用するっていう方法もひ
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ょっとしたら、全部が使わない場合ですね、あるのじゃないかというふ

うに思っているところでございます。 

　　　その場合には、階段の改修であるとか、トイレの改修であるとか、こ

ういった部分でかなりまたお金がいるかもしれませんけれども、そんな

ことも検討の途中で加えていただければなというふうに思うところでご

ざいます。 

　　　よろしくお願いいたします。 

　　　 

議　　長（大野君） 

　　　以上で岡崎議員の質問を終わります。 

　　　次に、５番　中西議員の発言を許します。　中西議員。 

 

５　　番（中西君） 

　　　それでは、議長のお許しをいただきましたので、ＪＲ留萌線廃線後の

通学支援策についてということで質問をさせていただきます。 

　　　多くの自治体で出生数が減少している中、秩父別町では、子育て支援

や定住促進策をいち早く取り組んだことにより、直近 10 年を見ると、出

生数は概ね横ばいで推移しています。 

　　　町内の中学校を卒業した生徒の多くは、深川市、滝川市、または旭川

市の高校に進学しています。 

　　　通学の際は深川駅で乗り継ぐ必要があり、現在は秩父別町から深川駅

までＪＲを利用し、学生割の定期券を購入して通学する生徒が多数を占

めています。 

　　　令和８年３月のＪＲ留萌線廃止後は、バス通学へ移行するものと見込

まれますが、バス定期券の費用はＪＲ定期券に比べて大幅に高くなりま

す。 

　　　私が調べたところによりますと、秩父別－深川間のＪＲ定期券は１ヶ

月 6,620 円ですが、秩父別役場前から深川駅に最も近いバス停までのバ

ス定期券は、12 月の値上げ後は１ヶ月 18,720 円となり、約 2.8 倍の費

用となります。 

　　　一方、深川市では、市内の高校に通学する生徒を対象とし、通学距離



18 

が６㎞以上でバスを利用する場合、上限年額５万円で、月額５千円を超

える部分の３分の１を助成しているということですが、現状のままでは、

保護者の経済的負担はこれまで以上に増えてしまうため、何らかの支援

や対策が必要だと考えます。 

　　　鉄道からバスへの転換を控え、町としてどのような対応を検討してい

るのか、町長のお考えをお聞かせいただきたいと思います。 

 

議　　長（大野君） 

　　　町長。 

 

町　　長（澁谷君） 

　　　中西議員のご質問でございますけれども、今程眞島議員の質問と回答

を重複する部分もございますけれども、令和８年３月で留萌本線が廃線

となりまして、それに合わせて、高校の通学はＪＲからバスへと切り替

わると予想されております。 

　　　現時点におきまして、高校生が通学で利用することになるバスの運行

方法、これは先程申しましたように、決まっているわけではありません

ので、廃線後のバスの定期券の価格、これをお示しすることはできませ

んけれども、現在、沼田－深川間を運行している、空知中央バスの定期

券を例にとりますと、秩父別役場から深川市立病院までの片道運賃が

520 円、この間で高校生の通学定期を買った場合は、議員のご指摘のよ

うに 18,720 円でございます。 

　　　それに比べて、ＪＲの秩父別－深川区間の高校生の通学用定期券１ヶ

月の代金は、来年４月の運賃値上げを考慮してもですね、7,250 円であ

りまして、11,000 円ほどの差が生じることになります。 

　　　廃線に合意した時にＪＲ北海道から示された定期券代の差額の補償に

ついては、令和７年度、廃線の時の４月に在籍する高校生に限るという

ことでございまして、言ってみれば高校１年生、２年生だけでございま

して、高校１年生は２年間、高校２年生の方は３年になるものですから、

１年間だけの差額の補償を受けられるということになります。 

　　　それ以降、新しく高校に入る方については、ＪＲ北海道の補償の対象
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外となりますけれども、これにつきましては、これも同じように、廃線

となったどの路線、どの線区についても同じ補償だというふうに伺って

いるところでございます。 

　　　実際に、廃線後の交通体系を確立して、ＪＲ北海道が支援する差額補

償のルールが確定した段階で、補償とならない生徒に対してもですね、

何らかの観点で公平性を保つことからも、町が支援をしなきゃいけない

だろうというふうには考えております。 

　　　いずれにいたしましても、支援策を決定するためには、新たな交通体

系、バスの路線のしっかりとした確立が必要でありますことから、もう

少し時間をいただきたいというふうに思っておりますし、いずれにして

も、高校生のお子さんを持つ家庭にとりまして、少しでも負担を軽減で

きて、かつ継続的な支援制度が構築できるように検討してまいりますの

で、ご理解いただきたいと思っておりますけれども、ただ、将来にわた

ってやるとかなり財政負担が出てまいるのは事実なのですけれども、そ

れも含めて、なるべくどこかで折り合いをつけたいというふうに考えて

いるところでございます。 

 

議　　長（大野君） 

　　　中西議員。 

 

５　　番（中西君） 

　　　ご答弁有難うございます。 

　　　現在、深川の高校に通っている生徒もそうですが、滝川、旭川に通っ

ている生徒も、部活動を使うとやはり普通電車で帰れないで、特急料金

を払って帰ってきたりだとか、バスやＪＲがないということで、車で迎

えに行っている親もいるということでなかなか大変ですし、今度バス転

換になった時に、行きは中央バスかもしれませんけれど、帰りが道北沿

岸バスという人も出てくると、やはり定期が今度買えなくなるっていう

親も出てくるのかなというのもありますので、そこら辺も。 

　　　でも、かといって共通券があればいいのですけれども、多分そういう

のが話し合っていただければいいのですけれど、なかなかバス会社がど
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う返事をするかは分かりませんけれども、そういうのも含めて、もし提

案ができるのであれば、交渉の中で提案をしていただきたいとは思うの

ですが。 

　　　現在、子どもの中では、やはり滝川や旭川に通っているお子様や寮に

入っているお子様もいるということの中で、やはり家計に与える負担が

大きいということで、バス転換になれば本当に金額が大きくなってきま

すので、補助、助成をいただきたいというのは本当の気持ちだと思いま

すので、できればやはり近隣町村と、今でも助成を出しているところが

あると思いますので、そういうところとも検討しながら、秩父別ででき

る限りの助成をしていただきたいなというのが今回の質問の趣旨でござ

います。 

　　　それで、趣旨はちょっとずれてしまうのですが、その検討する中で、

確かに先程お金がかかることだという話は出ておりましたが、廃線まで

の間に通っている子ども達も、やはり定期券、バス代、ＪＲ代でかかっ

ている子達がいますので、１日でも早く検討ができるのであれば、廃線

前でも検討をしていただきたいなというのが思いでございます。 

　　　令和元年だか、私も１回質問して、町長に１回答弁をいただいている

ので、ここで質問をするのもちょっと気が重いところもあったのですが、

でも、子育てをしている、特に高校まで行った親御さんがやはりバスの

定期代で相当負担をしているという部分で、この間の町民との懇談会の

中でも、やはりそういう声を聞きましたので、あえて質問させていただ

いておりますので、大変だとは思いますが、なんとか財源を確保してい

ただいて、ご検討いただけたらと思います。 

　　　よろしくお願いいたします。 

 

議　　長（大野君） 

　　　町長。 

 

町　　長（澁谷君） 

　　　前お答えしたように、結局、１回だけとか１年だけならできるのです

けれども、これはずっと永続的にやるとなるとかなりの財政負担が生じ
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てくるということで、何の財源もないということがまず１点。 

　　　それから、今議員が質問した行きは空知中央で、帰りが道北バスにな

るということなのですけれども、今、先程眞島議員にお答えした中でで

すね、走ってくれそうな事業者とはですね、道北バスより遅い便で沼田

まで行くバスを何とか確保したいということを考えておりますし、空知

中央バスで走ってくれない路線というか、その沼田－深川間の部分で何

とか空知中央バスがその定期で乗れるようにというか、それは町が負担

するのか分かりませんけれども、それを見せれば乗れるようにはしたい。 

　　　ただ、道北バスとはなかなかならないかもしれませんけれども、沼田

線については１つの地域で全部乗れるようにはしたいというふうに考え

ているところでございます。 

 

議　　長（大野君） 

　　　中西議員。 

 

５　　番（中西君） 

　　　大変有難うございます。 

　　　色々考えていただいて、利便性をというのもあるでしょうし、場合に

よっては、今、白タク営業みたいな形で、なかなか許可が出ないのかも

しれませんけれども、親御さんがまとめて乗せて帰ってくるという手段

も、今後は嵐の吹雪いた日だとかそういう時には、バスが止まる時に今

後は想定しなきゃいけないのかなと思うと、そういう時に、みんながみ

んなで車で迎えに行くと大変なことになりますので、誰かがまとめて迎

えに行くとかっていう、そういう組織っていうか、そういうのも作って

相談をして、そこにお金が発生するかどうか、また後々の話にはなるの

ですけれども、そういうのも含めて今後協議をしていただけたらと思い

ますので、すみませんけれども、よろしくお願いいたします。 

　　　有難うございました。 

 

議　　長（大野君） 

　　　町長。 
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町　　長（澁谷君） 

　　　分かりました。 

　　　ただ、吹雪いてバス動けない時は誰も行けないと思うのですけれども、

それは別にして、そういったことも含めてですね、例えばそのバスがう

まくいかなかった時とかも含めてですね、お子さん方を何とか移動させ

る方法はですね、町としても音頭はとってまいりますけれども、それが

果たして町が組織をつくるべきなのか、あるいは親御さんがつくるべき

か、それも含めてですね、町が音頭をとって、とにかく通う方に不便が

出ないようなことは講じてまいりたいというふうに考えております。 

 

５　　番（中西君） 

　　　有難うございます。 

 

議　　長（大野君） 

　　　以上で中西議員の質問を終わります。 

11 時 10 分まで暫時休憩といたします。 

 

休　　憩　　　午前 10 時 59 分  

 

再　　開　　　午前 11 時 ９分 

 

再開いたします。 

（日 程 第 ８　承 認 第 ３号 「専 決 処 分 の承 認 を求 めることについて〔令 和 ６年 度 秩 父 別

町 一 般 会 計 補 正 予 算 （第 ６号 ）について〕」） 

議　　長（大野君） 

日程第８、承認第３号「専決処分の承認を求めることについて〔令和

６年度秩父別町一般会計補正予算（第６号）について〕」を議題といたし

ます。 

本件に対して、提案者の説明を求めます。　総務課長。 
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総務課長（中野君） 

　　　別紙議案により説明 

 

議　　長（大野君） 

　　　これより、承認第３号に対しての質疑に入ります。質疑はございませ

んか。 

（ありませんの声） 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

　　　お諮りいたします。承認第３号は、原案どおり承認することにご異議

ありませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしと認めます。 

　　　よって、承認第３号は原案どおり承認することに決定いたしました。 

（日 程 第 ９　議 案 第 52 号 「秩 父 別 町 コミュニティプラザ設 置 及 び管 理 運 営 に関 する条 例

の設 定 について） 

議　　長（大野君） 

日程第９、議案第 52 号「秩父別町コミュニティプラザ設置及び管理運営

に関する条例の設定について」を議題とします。 

本件に対して、提案者の説明を求めます。　総務課長。 

 

総務課長（中野君） 

　　　別紙議案により説明 

 

議　　長（大野君） 

　　　これより、議案第 52 号に対しての質疑を行います。質疑はございません

か。 金子議員。 

 

２　　番（金子君） 

ちょっと確認なのですけれども、第 12 条の但し書き、５号から７号に規
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定する施設の使用料は町長が別に定めるということになっていますけれど

も、今のところどこでしたっけ、テナントスペースは信金さんが入るので

すけれども、この使用料は指定管理者に入るのでしょうか、町に入るので

しょうか。 

 

議　　長（大野君） 

総務課長。 

 

総務課長（中野君） 

　　　使用料については指定管理者の方で、収入として管理をするということ

です。 

 

議　　長（大野君） 

金子議員。 

 

２　　番（金子君） 

　　　そうしたら、使用料に関しては、全て指定管理者に入るということでよ

ろしいですね。 

 

議　　長（大野君） 

総務課長。 

 

総務課長（中野君） 

　　　はい、そのとおりでございます。 

 

２　　番（金子君） 

　　　はい、分かりました。 

 

議　　長（大野君） 

よろしいですか。他に。　寺迫議員。 

 



25 

６　　番（寺迫君） 

　　　ちょっと聞き漏らしたのですけれども、使用料先程 500 円と 1,500 円っ

ていうのは言っていたのですが、ちょっとどういった場合がその料金にな

るか、もう１度ちょっと教えていただけますか。 

 

議　　長（大野君） 

総務課長。 

 

総務課長（中野君） 

　　　まず条例の一般の非営利の使用料の場合についてはですね、一般の企業、

町内の一般の企業等が使った場合の使用料でございます。 

　　　町内会、町民の団体等が使う場合は、減免規定を適用しまして、３分の

１の金額で運用してまいりたいというものです。 

 

議　　長（大野君） 

寺迫議員。 

 

６　　番（寺迫君） 

　　　一般町民が使う場合は 500 円、非営利で大会議室を使う場合は 500 円と

いうことなのですか。 

　　　それで、多目的施設が 1,500 円。違うわ、３分の１だから。多目的施設

はいくらになるのかな、これ。350 円 

 

議　　長（大野君） 

総務課長、もう１回説明してください。 

 

総務課長（中野君） 

　　　減免後の規定、大会議室で１時間当たり 500 円でございます。 

　　　多目的室は少しスペースが狭いということで 350 円、１時間当たり 350

円。 

　　　この料金に冬期はプラス 100 円という、上乗せでございます。 
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議　　長（大野君） 

寺迫議員。 

 

６　　番（寺迫君） 

　　　町内の一般企業もそうって言っていましたっけ。 

 

議　　長（大野君） 

総務課長。 

 

総務課長（中野君） 

　　　町内の一般企業等が使用する場合は、条例の金額を適用しますので、１

時間当たり 1,500 円ということになります。 

 

議　　長（大野君） 

寺迫議員。 

 

６　　番（寺迫君） 

　　　その使用料も指定管理者のところに収入としてあがるということで、理

解してよろしいでしょうか。 

 

議　　長（大野君） 

総務課長。 

 

総務課長（中野君） 

　　　はい、そのとおりでございます。 

 

６　　番（寺迫君） 

　　　分かりました。 

 

議　　長（大野君） 
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　　　他に質疑はございませんか。　岡崎議員。 

 

４　　番（岡崎君） 

　　　すみません、以前に多分説明を受けていると思うのですけれども、ど忘

れしてしまいまして、全然頭の中に入ってございません。 

　　　テナントスペースの信金さんでございますけれども、先程指定管理者の

方に使用料をお支払いするというふうにお聞きしましたけれども、できれ

ばその金額がですね、夏期はいくら、冬期はいくらなのかっていうことも

多分１回は説明受けていると思うのですけれども、再度お聞きしたいと思

います。 

　　　それと、あのコミュニティ施設を作る時に、信金さんが工事費であると

か何とかっていうものについてですね、負担をしているのか、していない

のか、その辺も合わせてお聞きしたいです。 

 

議　　長（大野君） 

総務課長。 

 

総務課長（中野君） 

　　　まず信金の使用料については、今後また協議をしてまいりたい。 

　　　基本的には町の行政財産使用料条例がございますので、それを基に交渉

してまいりますが、他の自治体で信金がテナントとして入っている事例も

ございますので、それらも参考にしながら、信金が入居する時期に向けて、

家賃については協議していきたいと考えております。 

　　　それと、今回の工事の中で、信金のスペースの部分は町の工事費の中で

みておりますが、その信金のスペースの細かなカウンターの位置ですとか、

ＡＴＭを設置する費用ですとか、そういったものは信金の方で持っていた

だくような形になっております。 

 

議　　長（大野君） 

　　　岡崎議員。 
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４　　番（岡崎君） 

　　　建物の建設費に対して、信金さんの負担っていうのはないということで

すね。 

 

議　　長（大野君） 

総務課長。 

 

総務課長（中野君） 

　　　そのとおりでございます。 

 

議　　長（大野君） 

　　　よろしいですか。 

 

４　　番（岡崎君） 

　　　分かりました。 

 

議　　長（大野君） 

　　　いいですか。　寺迫議員。 

 

６　　番（寺迫君） 

　　　指定管理者の料金っていうか、支払金額っていうのは３年か５年分で決

めるのですけれども、その内容について、生き活き館のように１年間の指

定管理料を決めて、そこから収入がある場合は、その指定管理料から引い

ていますよね。 

　　　それで、他の違うところではそういう形じゃなくて、一括で１年なんぼ

っていうふうに支払っている指定管理のところがあるのですが、ここの場

合はどういった形で考えておられるのでしょうか。 

 

議　　長（大野君） 

総務課長。 
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総務課長（中野君） 

　　　部屋の使用料等で多少の収益があるかもしれませんけれども、基本的に

は施設の維持管理費、電気料、水道料金等々は施設の維持管理にかかるも

のですので、その収入で賄えないものについては、町の方で全て指定管理

料として負担する形になります。 

　　　従いまして、年度末にはその実績に応じてですね、精算といいましょう

か、するような形で考えております。 

 

６　　番（寺迫君） 

　　　分かりました。 

 

議　　長（大野君） 

　　　いいですか。他にありませんか。 

（なしの声） 

ないようですので、これで質疑を終わります。 

　　　これより討論を行います。討論はございませんか。 

（ありませんの声） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

　　　お諮りいたします。議案第 52 号は、原案どおり決定することにご異議あ

りませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしと認めます。 

　　　よって、議案第 52 号は原案どおり可決いたしました。 

（日 程 第 １0　議 案 第 53 号 「秩 父 別 町 コミュニティプラザの指 定 管 理 者 の指 定 について」）　 

議　　長（大野君） 

　　　日程第 10、議案第 53 号「秩父別町コミュニティプラザの指定管理者の

指定について」を議題といたします。 

　　　本件に対して、提案者の説明を求めます。　総務課長。 

 

総務課長（中野君） 
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　　　別紙議案により説明 

 

議　　長（大野君） 

これより、議案第 53 号に対しての質疑を行います。質疑はございません

か。 

（ありませんの声） 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これより討論を行います。討論はございませんか。 

（ありませんの声） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

お諮りいたします。議案第 53 号は、原案どおり決定することにご異議あ

りませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしと認めます。 

よって、議案第 53 号は、原案どおり可決いたしました。 

（日 程 第 １1　議 案 第 54 号 「秩 父 別 町 生 涯 学 習 センターの指 定 管 理 者 の指 定 について」）　 

議　　長（大野君） 

　　　日程第 11、議案第 54 号「秩父別町生涯学習センターの指定管理者の指

定について」を議題といたします。 

　　　本件に対して、提案者の説明を求めます。　教育次長。 

 

教育次長（大山君） 

　　　別紙議案により説明 

 

議　　長（大野君） 

これより、議案第 54 号に対しての質疑を行います。質疑はございません

か。 

（ありませんの声） 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これより討論を行います。討論はございませんか。 
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（ありませんの声） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

お諮りいたします。議案第 54 号は、原案どおり決定することにご異議あ

りませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしと認めます。 

よって、議案第 54 号は、原案どおり可決いたしました。 

（日 程 第 １2　議 案 第 55 号 「秩 父 別 町 パークゴルフ場 の指 定 管 理 者 の指 定 について」）　 

議　　長（大野君） 

　　　日程第 12、議案第 55 号「秩父別町パークゴルフ場の指定管理者の指定

について」を議題といたします。 

　　　本件に対して、提案者の説明を求めます。　教育次長。 

 

教育次長（大山君） 

　　　別紙議案により説明 

 

議　　長（大野君） 

これより、議案第 55 号に対しての質疑を行います。質疑はございません

か。 

（ありませんの声） 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これより討論を行います。討論はございませんか。 

（ありませんの声） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

お諮りいたします。議案第 55 号は、原案どおり決定することにご異議あ

りませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしと認めます。 

よって、議案第 55 号は、原案どおり可決いたしました。 
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（日 程 第 13　議 案 第 56 号 「工 事 請 負 契 約 の変 更 について（秩 父 別 町 地 域 マイクロ 

グリッド構 築 事 業 第 ２期 工 事 ）」） 

議　　長（大野君） 

日程第 13、議案第 56 号「工事請負契約の変更について（秩父別町地域

マイクログリッド構築事業第２期工事）」を議題とします。 

本件に対しまして、提案者の説明を求めます。　建設課長。 

 

建設課長（宮武君） 

　　　別紙議案により説明 

 

議　　長（大野君） 

これより、議案第 56 号に対しての質疑に入ります。質疑はございません

か。　岡崎議員。 

 

４　　番（岡崎君） 

　　　事前にですね、議案の説明を受けた時にも私達の中でちょっと話題にな

ったのですけれども、ボーリング調査はあそこのエリアの中で何ヶ所くら

い事前に行って、杭の長さを当初設定したのかをお聞きしたいと思います。 

 

議　　長（大野君） 

建設課長。 

 

建設課長（宮武君） 

陸上競技場のですね、３ヶ所ボーリング調査をしております。以上です。 

 

議　　長（大野君） 

よろしいですか。 

 

４　　番（岡崎君） 

はい。 
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議　　長（大野君） 

他に質疑はございませんか。　金子議員。 

 

２　　番（金子君） 

その３ヶ所は適切ではなかったということですよね。 

 

議　　長（大野君） 

建設課長。 

 

建設課長（宮武君） 

架台のですね、位置が泥炭地であるということで、３ヶ所調査をしまし

たが、そこと状況が違う箇所が工事中に出てきたということです。 

 

議　　長（大野君） 

いいですか。 

 

２　　番（金子君） 

はい。 

 

議　　長（大野君） 

他にありませんか。　松永議員。 

 

１　　番（松永君） 

電気工事の切り替えに対して、今回２日間停電にするということなので

すけれども、それは当初予定にはなかったことなのか。 

それと、基盤の改造ということは、最初はどういう基盤の予定が、それ

が変更になって、改造しなきゃいけなくなったのか、その辺の説明もよろ

しくお願いします。 

 

議　　長（大野君） 

建設課長。 
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建設課長（宮武君） 

まず１点目、系統連携盤ですけれども、短時間停電で復旧する場合がご

ざいます。 

それで、今回変更するのは５分の短時間、復旧であれば、自動に復旧す

るよというふうな変更で、今までは、その前はちょっと落ちただけでも、

すぐ電気保安協会が来なきゃいけない、有資格者が上げなければいけない

というような状況だったものですから、それで変更させていただきました。 

架設の関係については、色々と工事を進めている途中で、いろんな協議

がありまして、停電をしなきゃいけないといった時に、最低限の電力が必

要な場合が、ゆう＆ゆの場合は冷凍と冷蔵庫があったということで、計上

させていただきました。以上です。 

 

議　　長（大野君） 

いいですか。 

 

１　　番（松永君） 

はい、分かりました。 

 

議　　長（大野君） 

松永議員。 

 

１　　番（松永君） 

当初計画ではやっぱり分からなかったということの理解でよろしいでし

ょうか。 

 

議　　長（大野君） 

建設課長。 

 

建設課長（宮武君） 

当初でどれだけの電力が必要かというふうなところまで、みていなかっ
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たということです。 

 

議　　長（大野君） 

よろしいですか。 

 

１　　番（松永君） 

はい、分かりました。 

 

議　　長（大野君） 

他に質疑はないようですので、これで質疑を終わります。 

これより討論を行います。討論はございませんか。  

（ありませんの声）  

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

お諮りいたします。議案第 56 号は、原案どおり決定することにご異議あ

りませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしと認めます。 

よって、議案第 56 号は、原案どおり可決いたしました。 

（日 程 第 14　議 案 第 57 号 「令 和 ６年 度 秩 父 別 町 一 般 会 計 補 正 予 算 （第 ７号 ）について」）　 

議　　長（大野君） 

　　　日程第 14、議案第 57 号「令和６年度秩父別町一般会計補正予算（第７

号）について」を議題といたします。 

　　　本件に対して、提案者の説明を求めます。　総務課長。 

 

総務課長（中野君） 

　　　別紙議案により説明 

 

議　　長（大野君） 

これより、議案第 57 号に対しての質疑を行います。質疑はございません

か。　岡崎議員。 
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４　　番（岡崎君） 

14 ページの農林水産業費、水田農業推進費ですか、土地改良区決済金等

支援金、661 万３千円となってございますけれども、面積はどのくらいな

のか、それをお聞きしたいと思います。 

 

議　　長（大野君） 

産業課長。 

 

産業課長（笹木君） 

424.28ａとなっております。 

 

議　　長（大野君） 

もう１度言ってください。 

 

産業課長（笹木君） 

424.28ａです。 

 

議　　長（大野君） 

よろしいですか。 

 

４　　番（岡崎君） 

はい。  

 

議　　長（大野君） 

他に。　松永議員。 

 

１　　番（松永君） 

関連する事項ですけれども、水田の畑地化ということで、今改良区で事

務やっています活動組織、前の農地水の事業に対して、国が半分、道４分

の１、町が４分の１と出していますけれども、そこの算定の金額も変わる
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のでしょうか。 

 

議　　長（大野君） 

産業課長。 

 

産業課長（笹木君） 

畑になれば算定も変わってきます。 

 

議　　長（大野君） 

松永議員。 

 

１　　番（松永君） 

確かこの畑地化の事業は、国の制度としては地目変更は求めないという

お話だったと思うのですけれども、あくまで畑地化しても地目は水田のま

まということにはならないのでしょうか。 

 

議　　長（大野君） 

産業課長。 

 

産業課長（笹木君） 

地目変更を伴わないので、田であるというものは、そのまま畑地化にな

っても田のままです。 

 

１　　番（松永君） 

よろしいですか。最初の答えだと、畑になるので、単価変わるというよ

うな話だったのですけれども、２回目の時には水田のままという話だった

のですが。 

 

議　　長（大野君） 

産業課長。 
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産業課長（笹木君） 

すみません、ちょっと私の答弁が、勘違いしておりまして、田では変わ

りはないので、そのまま継続ということになるかと思います。 

 

１　　番（松永君） 

分かりました。 

 

議　　長（大野君） 

いいですか。他に。　金子議員。 

 

２　　番（金子君） 

ちょっと参考までにお聞きしますけれども、今回ふるさと納税について

補正をしていただいているのですけれども、何か先程の全員協議会でも、

町長の方から、トマトジュースの生産量が足りないというお話がありまし

たけれども、そのふるさと納税に対する影響っていうものはありますか。  

 

議　　長（大野君） 

企画課長。 

 

企画課長（北垣君） 

トマトジュースの生産量が少ないことによりまして、令和６年産のトマ

トジュース、まずこれをふるさと納税の方にまだ載せれていないという状

況となってございます。  

その部分の多分影響が若干出てくるのかなと今後思ってございます。以

上です。  

 

議　　長（大野君） 

よろしいですか。 

 

２　　番（金子君） 

分かりました。  
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議　　長（大野君） 

他に。　藤岡議員。 

 

８　　番（藤岡君） 

ちょっと２点程教えていただきたいのですが、ページはですね、11 ペー

ジの 17 節、コミュニティ施設新築されるのですが、中の備品等の購入の金

額だよという説明がありましたが、現状の椅子・テーブル等使えるものた

くさんあると思いますが、これの、何て言うのでしょうか、新しいところ

に持って行って使うとかっていうのは、どこか事前に説明あったのかもし

れないですけれども、その辺の再利用というのですか、そういう部分も含

めて教えていただきたいのと、 14 ページの 18 節、ごめんなさい、環境衛

生費の中の 18 節ですね、北空知衛生センター組合の負担金の金額が説明さ

れましたが、この金額の内訳と言いますか、１市４町のそれぞれの金額が、

何でしょうか、金額の設定根拠があると思うのですが、人数割とか面積割

とか利用割とかあると思うのですが、その辺を教えていただきたいと思い

ます。  

 

議　　長（大野君） 

総務課長。 

 

総務課長（中野君） 

私の方からコミュニティ施設の備品の関係で、お答えをさせていただき

ます。  

使える備品等につきましては、当然今の商工会館の備品の使用状況等を

見まして、椅子、２階の椅子等はまだ使用が可能ということで、今回の購

入費用に入っていませんが、その他のテーブル等についてはですね、現況

汚れ等もあるというようなことで、今回は新たに購入するような予算を計

上させていただいています。  

 

議　　長（大野君） 

町長。 
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町　　長（澁谷君） 

今商工会の備品についてはですね、使えるところは使うということで、

かなり絞ったのと、数は最小限の数で積算をしたと思っております。  

それから、衛生センターは今朝ほどお話しした修繕料の部分なのですけ

れども、積算割合っていうのは、当初の深川がなんぼ、うちがなんぼの割

合で全部で 7,600 万の金を割り返したということでございます。  

 

議　　長（大野君） 

いいですか。　藤岡議員。 

 

８　　番（藤岡君） 

有難うございます。  

コミュニティセンターの関係ですけれども、使えるものは使うというこ

とは大変いいことだなと思いますが、使わない分の処分っていいますか、

その辺はどのように考えられていますか。  

 

議　　長（中野君） 

総務課長。 

 

総務課長（中野君） 

現在の商工会館の備品の取り扱いということでよろしいのでしょうか。  

　　　使えるものは新しい施設で使いますし、使わないものは、役場等公共施

設で使えるものは使っていきたいと思いますし、それ以外のものについて

は基本的には処分をしてまいります。  

 

８　　番（藤岡君） 

よく何て言うのでしょうか、使わないので競売にかけるとかっていう事

例もよく聞くので、そういう部分はあるのかなということでちょっとお聞

きしました。  

有難うございます。  
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議　　長（大野君） 

答弁求めます、それ。いいですか。  

 

８　　番（藤岡君） 

はい。  

 

議　　長（大野君） 

他にありますか。 

（なしの声） 

ないようですので、これで質疑を終わります。 

これより討論を行います。討論はございませんか。 

（ありませんの声） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

お諮りいたします。議案第 57 号は、原案どおり決定することにご異議あ

りませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしと認めます。 

よって、議案第 57 号は、原案どおり可決いたしました。 

（日 程 第 15　議 案 第 58 号 「令 和 ６年 度 秩 父 別 町 国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 補 正 予

算 （第 ２号 ）について」） 

議　　長（大野君） 

日程第 15、議案第 58 号「令和６年度秩父別町国民健康保険事業特別会

計補正予算（第２号）について」を議題といたします。 

本件に対しまして、提案者の説明を求めます。　住民課長。 

 

住民課長（塩地君） 

　　　別紙議案により説明 

 

議　　長（大野君） 

　　　これより、議案第 58 号に対しての質疑を行います。質疑はございません
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か。 

（ありませんの声） 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

　　　これより討論を行います。討論はございませんか。 

（ありませんの声） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

　　　お諮りいたします。議案第 58 号は、原案どおり決定することにご異議あ

りませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしと認めます。 

　　　よって、議案第 58 号は原案どおり可決いたしました。 

（日 程 第 16　議 案 第 59 号 「令 和 ６年 度 秩 父 別 町 後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 補 正 予 算

（第 １号 ）について」） 

議　　長（大野君） 

日程第 16、議案第 59 号「令和６年度秩父別町後期高齢者医療特別会計

補正予算（第１号）について」を議題といたします。 

本件に対しまして、提案者の説明を求めます。　住民課長。 

 

住民課長（塩地君） 

　　　別紙議案により説明 

 

議　　長（大野君） 

　　　これより、議案第 59 号に対しての質疑を行います。質疑はございません

か。 

（ありませんの声） 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

　　　これより討論を行います。討論はございませんか。 

（ありませんの声） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

　　　お諮りいたします。議案第 59 号は、原案どおり決定することにご異議あ
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りませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしと認めます。 

よって、議案第 59 号は原案どおり可決いたしました。 

（日 程 第 17　議 案 第 60 号 「秩 父 別 町 議 会 議 員 の議 員 報 酬 及 び費 用 弁 償 等 に関 す 

る条 例 の一 部 を改 正 する条 例 の設 定 について」） 

（日 程 第 18　議 案 第 61 号 「秩 父 別 町 第 １号 会 計 年 度 任 用 職 員 の報 酬 、期 末 手 当 、 

勤 勉 手 当 及 び費 用 弁 償 に関 する条 例 の一 部 を改 正 する条 例 の設 定 について」） 

（日 程 第 19　議 案 第 62 号 「秩 父 別 町 長 等 の給 与 に関 する条 例 の一 部 を改 正 する 

 条 例 の設 定 について」） 

（日 程 第 20　議 案 第 63 号 「職 員 の給 与 に関 する条 例 の一 部 を改 正 する条 例 の設 定  

 について」） 

議　　長（大野君） 

日程第 17、議案第 60 号「秩父別町議会議員の議員報酬及び費用弁償等

に関する条例の一部を改正する条例の設定について」、 

日程第 18、議案第 61 号「秩父別町第１号会計年度任用職員の報酬、期

末手当、勤勉手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の設定

について」、 

日程第 19、議案第 62 号「秩父別町長等の給与に関する条例の一部を改

正する条例の設定について」、 

日程第 20、議案第 63 号「職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例の設定について」の４件を一括議題といたします。 

本件に対して、提案者の説明を求めます。　総務課長。 

 

総務課長（中野君） 

　　　別紙議案により説明 

 

議　　長（大野君） 

これより、議案第 60 号から議案第 63 号に対しての質疑に入ります。質

疑はございませんか。 
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（なしの声） 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これより討論を行います。討論はございませんか。  

（ありませんの声）  

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

お諮りいたします。議案第 60 号は、原案どおり決定することにご異議あ

りませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしと認めます。 

よって、議案第 60 号は、原案どおり可決いたしました。 

お諮りいたします。議案第 61 号は、原案どおり決定することにご異議あ

りませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしと認めます。 

よって、議案第 61 号は、原案どおり可決いたしました。 

お諮りいたします。議案第 62 号は、原案どおり決定することにご異議あ

りませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしと認めます。 

よって、議案第 62 号は、原案どおり可決いたしました。 

お諮りいたします。議案第 63 号は、原案どおり決定することにご異議あ

りませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしと認めます。 

よって、議案第 63 号は、原案どおり可決いたしました。 

（日 程 第 21　議 案 第 64 号 「令 和 ６年 度 秩 父 別 町 一 般 会 計 補 正 予 算 （第 ８号 ）について」）　 

議　　長（大野君） 

　　　日程第 21、議案第 64 号「令和６年度秩父別町一般会計補正予算（第８

号）について」を議題とします。 

　　　本件に対して、提案者の説明を求めます。　総務課長。 
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総務課長（中野君） 

　　　別紙議案により説明 

 

議　　長（大野君） 

これより、議案第 64 号に対しての質疑を行います。質疑はございませ

んか。  

（ありませんの声） 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

　　　これより討論を行います。討論はございませんか。 

（ありませんの声） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

　　　お諮りいたします。議案第 64 号は、原案どおり決定することにご異議あ

りませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしと認めます。 

よって、議案第 64 号は原案どおり可決いたしました。 

（日 程 第 22　議 案 第 65 号 「令 和 ６年 度 秩 父 別 町 介 護 保 険 特 別 会 計 補 正 予 算 （第 ２ 

 号 ）について」） 

議　　長（大野君） 

日程第 22、議案第 65 号「令和６年度秩父別町介護保険特別会計補正予

算（第２号）について」を議題とします。 

本件に対しまして、提案者の説明を求めます。　住民課長。 

 

住民課長（塩地君） 

　　　別紙議案により説明 

 

議　　長（大野君） 

　　　これより、議案第 65 号に対しての質疑を行います。質疑はございません

か。 
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（ありませんの声） 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

　　　これより討論を行います。討論はございませんか。 

（ありませんの声） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

　　　お諮りいたします。議案第 65 号は、原案どおり決定することにご異議あ

りませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしと認めます。 

　　　よって、議案第 65 号は原案どおり可決いたしました。 

（日 程 第 23　議 案 第 66 号 「令 和 ６年 度 秩 父 別 町 農 業 集 落 排 水 事 業 会 計 補 正 予 算

（第 １号 ）について」） 

議　　長（大野君） 

日程第 23、議案第 66 号「令和６年度秩父別町農業集落排水事業会計補

正予算（第１号）について」を議題とします。 

本件に対して、提案者の説明を求めます。　建設課長。 

 

建設課長（宮武君） 

　　　別紙議案により説明 

 

議　　長（大野君） 

　　　これより、議案第 66 号に対しての質疑を行います。質疑はございません

か。 

（ありませんの声） 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

　　　これより討論を行います。討論はございませんか。 

（ありませんの声） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

　　　お諮りいたします。議案第 66 号は、原案どおり決定することにご異議あ

りませんか。 
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（異議なしの声） 

ご異議なしと認めます。 

　　　よって、議案第 66 号は原案どおり可決いたしました。 

（日 程 第 24　議 案 第 67 号 「令 和 ６年 度 秩 父 別 町 簡 易 水 道 事 業 会 計 補 正 予 算 （第 １

号 ）について」） 

議　　長（大野君） 

日程第 24、議案第 67 号「令和６年度秩父別町簡易水道事業会計補正予

算（第１号）について」を議題とします。 

本件に対しまして、提案者の説明を求めます。　建設課長。 

 

建設課長（宮武君） 

　　　別紙議案により説明 

 

議　　長（大野君） 

　　　これより、議案第 67 号に対しての質疑を行います。質疑はございません

か。 

（なしの声） 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

　　　これより討論を行います。討論はございませんか。 

（ありませんの声） 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

　　　お諮りいたします。議案第 67 号は、原案どおり決定することにご異議あ

りませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしと認めます。 

　　　よって、議案第 67 号は原案どおり可決いたしました。 

（日 程 第 25　発 議 第 ２号 「秩 父 別 町 議 会 の個 人 情 報 の保 護 に関 する条 例 の一 部 を改

正 する条 例 の設 定 について」） 

議　　長（大野君） 
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日程第 25、発議第２号「秩父別町議会の個人情報の保護に関する条例の

一部を改正する条例の設定について」を議題とします。 

本件は議会発議であります。 

改正趣旨については、皆さん承知だと思いますので、趣旨説明、質疑、

討論を省略したいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしと認めます。 

よって、発議第２号は、趣旨説明、質疑、討論を省略することに決定い

たしました。 

お諮りいたします。発議第２号は、原案どおり決定することにご異議あ

りませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしと認めます。 

よって、発議第２号は原案どおり可決いたしました。 

（日 程 第 26　所 管 事 務 調 査 の申 し出 について） 

議　　長（大野君） 

日程第 26、所管事務調査の申し出についてを議題とします。 

事務局長に朗読させます。 

 

事務局長（成瀬君） 

　　　別紙により朗読 

 

議　　長（大野君） 

　　　委員会の所管事務調査の申し出について、ご意見はございませんか。 

（ありませんの声） 

ご意見がないようですのでお諮りいたします。所管事務調査は申し出の 

とおり決定することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしと認めます。 
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よって、所管事務調査は申し出のとおり決定いたしました。　　　 

（閉 会 宣 言 ） 

議　　長（大野君） 

お諮りいたします。今期定例会に付議されました事件の審議は全て終了

いたしました。これをもって閉会したいと思いますが、これにご異議あり

ませんか。 

（異議なしの声） 

ご異議なしと認めます。 

よって、今期定例会は以上で閉会することに決定いたしました。 

以上で本日の会議を閉じます。 

　　　令和６年第４回秩父別町議会定例会を閉会します。 

ご苦労様でした。 

 

 

閉　　会　　　午後０時 28 分 

 

 


